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研究成果の概要（和文）： 

  長きにわたって日本社会の基盤であり続けてきた、日本独特の＜社会的なるもの＞が、1990
年代後半に始まった新自由主義的な社会変革によって、急速に喪われつつある。このことを、
社会階層やライフスタイルの変化、「心理主義」の広範な浸透、ケアの個人化、生命倫理に関わ
る言説の変化に着目して、理論的および実証的に明らかにした。また、そうした状況を踏まえ
て、今後新たな社会的連帯を再構築するための基本的方向性を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  <The social> characteristic of Japanese society, which has been the base of Japanese 
society for long term, is rapidly disappearing in the neo-liberalistic structural reform 
since 1990s.We have clarify this demonstratively, taking notice of strata and change in 
life-style, infiltration of“psychologism”, individualization of care and change in the 
bioethical discourse. Then, we have considered basic direction to re-construction, from 
now on, of new social solidarity in our society. 
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１．研究開始当初の背景 
 
  本研究に取り組むに際しての問題意識は、
今日の日本社会において、社会全体に及んで、
いわゆる「個人化」や「心理主義化」、また
文化の多元化と消費の多様化といった現象
に見られるように、社会のいわゆる「液状化」
と、それによる社会的「連帯」の喪失といっ

た、＜社会的なるもの＞の消失と言うべき事
態が急激に進行しつつあることへの危機感
であった。 
  ＜社会的なるもの＞の喪失が顕著に現れ
る社会的領域として、まず第一に、社会的階
層間の格差が拡大することによる社会的連
帯の喪失が挙げられよう。そして第二には、
ケアの個人化とアディクション等、さまざま



な病理現象の登場と拡大が指摘できるだろ
う。“社会的なるもの”の喪失は、異なる社
会的階層の間ばかりでなく、同一の社会的階
層の内部においてすら「他者」へのまなざし
を消失させ、またしばしばケアを個別化して
自己責任原則へと帰着させつつある。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、主として階層分化、対人援助と、
社会の「液状化」との連関を実証的に解明す
るとともに、それをふまえて、現代社会にお
ける新しい「連帯」の社会理論の構築を目指
すものであった。階層分化と個人化、ケアの
心理主義化の中で争点として立ち現れる承
認構造を、プロジェクトメンバーの学術的背
景を活かしつつ、個別具体的な事象に定位し
て、新しい「社会的連帯」の理論構築に繋げ
ていくことを構想した。 
 
 
３．研究の方法 
 

具体的には、本研究は二本柱となるプロジ
ェクト、①「階層化とライフスタイル」の定
量調査と、②「心理主義化とケア」をめぐる
理論的課題の整理と検討、から構成されてい
た。 
①に関しては、平成２２年度に実施した定

量調査と、そこで設定した仮説的な理論構
築・質問項目の妥当性に検討を加えながら、
近年の階層化に関する議論、とりわけ「社会
資本論」の理論的検討を通じて、新たな連帯
の様式の可能性を探るとともに、「社会資本」
と階層との関係を位置づけ直すという課題
に取り組んだ。また、②に関しては、近年の
さまざまな学問領域における「対人援助」の
心理主義化とみなせる事柄について、臨床心
理士・カウンセラーの増配備といった制度的
な背景、心理学的な手法の取り入れといった
ソフト面での背景について、社会史的な事実
確認と、対人援助の心理主義化に関する理論
モデルを構築するという課題に取り組んだ。 
その中で、１）「承認と分配」、２）「社会統
制と連帯」、３）「個人主義化とジェンダー」、
４）「現代社会における自他の承認」、５）「心
理主義の社会史」、６）「分配と承認を接続す
る論理の定位」、７）「尊厳死言説と承認をめ
ぐる問い」を補完的テーマ群として設定し、
メンバー各自の学問領域からの本研究課題
へのアプローチを多元化・豊富化した。 
 
 
４．研究成果 
 

現代日本社会における＜社会的なるもの＞

の消失という事態は、新自由主義的構造改革

や、その背後にあるグローバリズムの進行と

いう状況の中で、広範に進行するものとなっ

ている。本研究の取り組みは、そうしたいわ

ゆる「個人化」の進行・深化や社会の「液状

化」という現象の深刻な問題点を実証的に把

握し整理したうえで、＜社会的なるもの＞の

再構築の方向性を展望することを目指してき

たものであり、我々の今日的状況と深く切り

結ぶものであることにその意義があると考え

ている。今後なお一層、「承認と分配」「個

人主義化とジェンダー」「心理主義化」「尊

厳死をめぐる承認の問い」そして「統制と連

帯」というテーマの重要性は増すと考えてお

り、したがってまた今日的状況を踏まえて新

たな＜社会的なるもの＞を構想する営為は、

いよいよ重要なものとなると考えている。 
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